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八
世
紀
の
日
本
国
は
、
唐
や
新
羅
か
ら
多
く
の
経
典
類
が
持
ち
込
ま
れ
、

国
内
で
の
注
釈
活
動
も
目
立
ち
始
め
る
時
期
で
あ
る
。
秋
篠
寺
に
住
し
た

善
珠
（
七
二
三
～
九
七
）
は
、
法
相
唯
識
の
立
場
か
ら
多
く
の
テ
キ
ス
ト

を
遺
し
た
。
や
や
お
く
れ
て
成
立
し
た
景
戒
『
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
『
霊

異
記
」
）
も
、
経
典
に
対
す
る
あ
る
種
の
注
釈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
善
珠
の
代
表
的
な
注
釈
テ
キ
ス
ト
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』

（
以
下
「
増
明
記
』
）
と
景
戒
『
霊
異
記
』
は
、
い
ず
れ
も
中
国
で
成
立
し

た
文
献
を
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
霊
異
記
』
序
に
は
、
次
の

よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

昔
漢
地
に
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐
国
に
般
若
験
記
を
作
る
。
何
す
れ

ぞ
た
だ
し
他
国
の
伝
録
に
慎
み
て
、
自
が
土
の
奇
し
き
事
を
信
恐
り（１）

ざ
ら
む
。
（
景
戒
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
序
）

善
珠
の
場
合
は
、
注
釈
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
自
体
、
先
行
テ
キ
ス
ト

な
し
に
は
あ
り
得
な
い
。
『
増
明
記
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
唐
の
慧
沼
『
成

唯
識
論
了
義
燈
』
の
明
か
り
を
増
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
継
承
関
係
は
、
あ
く
ま
で
善
珠
や
景
戒
の
主
張
で
あ
り
、
継

仏
典
注
釈
を
継
ぐ
と
は
何
か

は
じ
め
に 特

集
・
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
Ⅱ

ｌ
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
に
至
る
注
釈
活
動
を
考
え
る
Ｉ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
仙
学
と
信
仰
ｌ
〈
型
〉
の
構
築
と
継
承
Ｉ

承
元
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
書
き
手
が
了
解
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
「
増
明
記
」
や
『
霊
異
記
』
は
、
テ
キ
ス
ト
を
書
く
な
か
で
そ
の

よ
う
な
歴
史
を
造
り
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
う
し

た
継
承
は
、
一
面
で
は
「
予
定
さ
れ
た
」
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次

の
よ
う
な
言
葉
の
中
に
端
的
に
表
れ
て
い
よ
う
。

人
有
り
宿
世
に
値
法
の
業
を
樫
り
、
今
生
書
に
乏
し
く
疑
を
決
す
る

を
得
ず
。
是
の
因
縁
に
由
っ
て
、
史
籍
を
捜
求
し
本
文
を
抄
撮
す
。

蓋
し
後
生
の
暇
は
之
を
以
っ
て
即
ち
往
生
の
勝
縁
と
為
す
べ
し
。
願

は
く
は
六
和
の
法
俗
は
深
く
斯
の
志
を
存
し
、
見
聞
の
薫
習
、
所
生

の
功
徳
に
よ
り
、
共
に
西
方
に
生
れ
、
相
見
る
を
得
む
と
欲
ふ
。
（２）

（
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
賊
）

故
に
柳
側
に
聞
く
こ
と
を
注
し
、
号
け
て
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記

と
日
ふ
・
上
中
下
の
参
巻
と
作
て
、
季
の
葉
に
流
ふ
。
然
れ
ど
も
景
戒
、

性
を
稟
く
る
こ
と
儒
し
く
あ
ら
ず
。
濁
れ
る
意
澄
す
こ
と
難
し
。
吹

井
の
識
久
し
く
太
方
に
迷
ふ
。
能
き
巧
の
雛
る
所
に
浅
き
工
刀
を
加

ふ
。
心
憎
の
寒
さ
む
こ
と
を
恐
り
、
手
を
傷
は
む
こ
と
を
患
ふ
。
此

れ
ま
た
蜆
山
の
一
の
礫
な
り
。
（
景
戒
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
序
）

自
ら
が
書
く
こ
と
の
意
義
を
述
べ
つ
つ
、
一
方
で
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
極

渡
部
亮
一
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め
て
至
ら
ぬ
途
上
の
産
物
で
あ
る
と
断
る
こ
の
書
き
ぶ
り
は
、
単
な
る
謙

遜
表
現
と
も
読
め
る
。
し
か
し
彼
ら
は
た
だ
書
く
こ
と
の
み
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
記
述
行
為
は
、
善
悪
の
区
別
を
付
け
て
善
を
行

い
、
い
ず
れ
西
方
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
期
待
す
る
仏
教
修
行
者
の
実
践

の
一
部
で
あ
る
。
そ
し
て
、
．
の
礫
」
が
今
後
も
積
み
上
げ
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
未
来
の
読
者
を
巻
き
込
む
こ
と
が
、
あ
ら
か
じ
め
予
定
さ
れ

て
い
る
。
『
霊
異
記
』
の
場
合
は
、
奇
事
の
収
集
が
継
続
さ
れ
、
新
た
な
「
説

（３）

話
集
」
を
生
む
未
来
を
想
定
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
方
の
善
珠
に
お
い
て

は
、
当
然
新
た
な
注
釈
活
動
の
継
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
い
う
注
釈
は
、
「
原
典
」
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
近
代

の
そ
れ
で
は
な
く
、
法
相
唯
識
の
仏
教
修
行
者
の
論
理
に
依
拠
し
て
い
よ

う
。
本
稿
で
は
善
珠
『
増
明
記
』
と
そ
れ
に
至
る
注
釈
テ
キ
ス
ト
を
取
り

上
げ
つ
つ
、
彼
ら
が
仏
典
注
釈
を
継
い
で
書
く
営
み
の
一
端
を
考
え
た
い
。

一
法
相
唯
識
の
注
釈
行
為
と
「
仏
説
」

八
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』

は
、
直
接
に
は
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』
の
注
釈
で
あ
る
。
し
か
し
『
了

義
燈
』
自
体
が
、
先
行
す
る
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
『
増

明
記
』
は
そ
れ
ら
を
も
合
わ
せ
て
継
承
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
次
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
世
親
（
五
世
紀
頃
）
『
唯
識
三
十
頌
」

二
護
法
ら
十
師
に
よ
る
『
唯
識
三
十
頌
」
へ
の
注
釈

三
玄
葵
（
六
○
二
～
六
四
）
・
基
（
六
三
二
～
八
二
）
『
成
唯
識
論
』

（※二の翻訳）

四
基
「
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
『
成
唯
識
論
述
記
』
「
大
乗
法
苑
義

林
章
』
（
※
三
の
補
説
・
注
釈
）

五
慧
沼
（
六
五
○
～
七
一
四
当
成
唯
識
論
了
義
燈
実
※
四
の
注
釈
）

六
善
珠
（
七
二
三
～
九
七
）
「
唯
識
義
燈
増
明
記
』
（
※
五
の
注
釈
）

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
慧
沼
に
続
く
智
周
（
六
七
八
～
七
三
三
、
『
成
唯

識
論
演
秘
』
を
記
す
）
、
善
珠
の
直
接
の
師
で
あ
る
玄
防
な
ど
も
無
視
は

で
き
な
い
。
ま
た
基
の
ラ
イ
バ
ル
円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
か
ら
道
証

（
六
四
○
～
七
一
○
頃
）
へ
と
継
承
さ
れ
る
西
明
寺
派
の
言
説
も
、
『
増
明

記
』
に
多
く
引
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
実
際
の
継
承
関
係
は
図
示
で
き
る
ほ

ど
単
純
な
も
の
と
は
言
い
難
い
が
、
「
増
明
記
』
が
主
張
す
る
注
釈
史
は
、

（４）

世
親
に
始
ま
る
以
上
の
よ
う
な
流
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

世
親
は
中
印
度
の
僧
で
、
護
法
ら
十
師
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
継
承
の

歴
史
は
複
数
の
言
語
と
国
家
を
ま
た
ぐ
。
ま
た
玄
葵
と
基
に
よ
る
『
成
唯

識
論
』
は
一
応
は
翻
訳
に
分
類
さ
れ
る
が
、
諸
注
釈
の
取
捨
選
択
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
繰
訳
で
あ
り
、
こ
れ
も
注
釈
行
為
に
含
め
ら
れ
よ
う
。
ま
と

め
れ
ば
、
三
ヶ
国
二
言
語
を
横
断
す
る
形
で
、
三
百
年
に
及
ぶ
注
釈
の
歴

史
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
は
、
一
義
的
に
は
も
ち
ろ
ん
最
初
の
テ
キ
ス
ト
、
つ

ま
り
『
唯
識
三
十
頌
』
が
孕
む
価
値
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
そ
う
し
た
価
値
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
注
釈
活
動
の
歴
史
は
「
唯
識
三
十
頌
』
の
彼
岸
を
見

い
だ
し
、
原
テ
キ
ス
ト
を
さ
ら
に
遡
る
起
源
を
確
信
す
る
こ
と
で
、
は
じ

め
て
成
り
立
っ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
仏
教
に
お
い
て
絶
対
的
な
価
値
を
も
つ
言
説
は
、
世
尊
の
「
仏

説
」
で
あ
る
。
「
如
是
我
聞
一
時
」
で
始
ま
る
仏
教
経
典
は
、
世
尊
を
中

心
と
し
た
あ
る
時
の
説
法
の
場
に
お
い
て
、
何
者
か
が
聞
い
た
内
容
を
記
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す
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
中
国
で
作
ら
れ
た
偽
経
、
疑
経
の
類
す
ら
「
仏

説
」
と
名
乗
る
よ
う
に
、
経
典
の
起
源
が
世
尊
の
言
葉
か
ど
う
か
は
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、
「
唯
識
三
十
頌
』
は
「
仏
説
」
た
り
得
る
か
。
そ
う
し
た
疑

念
が
実
際
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
基
や
慧
沼
の
注
釈
テ
キ
ス
ト

か
ら
う
か
が
え
る
。
以
下
、
そ
の
詳
細
を
見
て
み
よ
う
。

護
法
・
親
光
等
云
く
、
或
は
宜
聞
者
の
本
願
縁
力
、
如
来
の
識
の
上

に
文
義
の
相
生
ず
。
実
の
能
．
所
詮
の
文
義
を
体
と
為
す
。
若
し
本

に
依
っ
て
説
か
ば
、
即
ち
真
無
漏
の
文
義
を
体
と
為
す
。
故
に
『
礁

伽
論
』
六
十
四
巻
に
、
『
叙
摂
波
葉
嚥
経
』
を
引
い
て
云
く
、
我
が
未

所
説
は
乃
ち
爾
所
有
り
と
い
へ
り
。
三
十
論
』
に
説
く
、
展
転
増
上

力
、
二
識
、
決
定
を
成
ず
と
い
へ
り
。
是
の
故
に
世
尊
実
に
説
法
し

た
ま
ふ
こ
と
有
り
。
不
説
と
言
ふ
は
是
れ
密
意
の
説
な
り
。
此
の
論

の
根
本
は
既
に
是
れ
仏
経
な
り
。
故
に
体
を
出
す
こ
と
は
応
に
経
説

の
如
く
す
べ
し
。
此
の
釈
二
あ
り
と
雛
も
然
も
此
の
論
主
は
説
法
せ
（５）

ざ
る
は
無
し
と
い
ふ
後
解
を
取
る
な
り
。
（
基
「
成
唯
識
論
述
記
』
）

「
成
唯
識
論
』
を
巡
っ
て
は
、
仏
の
「
説
不
説
」
に
つ
い
て
の
議
論
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
唯
識
の
教
え
を
世
尊
自
身
が
説
い
た
の
か
、
あ
る
い

は
後
人
に
よ
る
も
の
か
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
十
師
の
う
ち
の
あ
る
者
は

「
仏
の
慈
悲
本
願
縁
力
、
其
の
可
聞
者
の
自
意
識
上
に
文
義
相
を
生
ず
。

如
来
の
説
く
に
似
た
り
」
と
述
べ
、
「
仏
説
」
に
似
る
が
同
一
で
は
な
い

と
解
釈
し
た
。

一
方
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
に
護
法
や
親
光
ら
は
こ
の
教
え
を
「
仏

説
」
そ
の
も
の
と
解
釈
す
る
。
教
え
を
聞
こ
う
と
す
る
者
の
本
願
縁
の
力

に
よ
っ
て
、
如
来
の
識
に
文
義
と
い
う
す
が
た
が
生
じ
る
。
そ
の
文
義
は

ま
さ
し
く
世
尊
の
説
法
に
他
な
ら
な
い
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

基
は
護
法
ら
の
説
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
、
幾
つ
か
の
経
論
を
挙
げ
る
。

そ
の
片
方
は
世
親
『
唯
識
二
十
論
一
の
「
展
転
増
上
力
、
二
識
成
決
定
」

で
あ
り
、
世
親
を
通
し
て
世
尊
を
知
る
と
い
う
趣
旨
に
お
い
て
も
妥
当
で

あ
ろ
う
。
問
題
は
そ
の
前
の
「
叙
（
昇
、
升
）
摂
波
葉
嶮
経
』
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
世
尊
自
身
が
、
自
分
に
は
語
り
残
し
た
内
容
が
あ
る
と
述
べ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
る
。

故
に
「
升
摂
波
葉
嚥
経
」
に
説
く
、
仏
樹
葉
を
取
り
て
以
っ
て
阿
難

に
問
ひ
、
其
の
林
葉
所
有
の
多
少
に
比
せ
よ
と
。
復
た
慶
喜
に
告
ぐ
、

我
未
だ
説
か
ざ
る
所
乃
ち
爾
所
有
り
と
。
故
に
諸
経
の
首
に
、
仏
皆
（６）

如
是
我
聞
を
置
く
こ
と
を
教
ふ
。
（
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
）

基
は
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
お
い
て
も
、
説
不
説
の
例
証
と
し
て
「
唯

識
二
十
論
』
と
こ
の
経
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
引
用
は
よ
り
詳
し
い
。

こ
の
経
は
「
玲
伽
師
地
論
」
を
除
け
ば
基
の
テ
キ
ス
ト
ば
か
り
に
頻
出
す

（７）

る
も
の
で
、
漢
訳
の
存
在
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
る
と
い
う
。
と
も
あ
れ
『
義

林
章
』
も
含
め
て
解
釈
す
れ
ば
、
升
摂
波
（
と
い
う
樹
木
）
の
葉
が
数
え

切
れ
な
い
よ
う
に
、
仏
の
教
え
も
限
り
な
く
多
い
。
従
っ
て
経
の
冒
頭
に

は
「
如
是
我
聞
」
と
置
き
、
己
が
聞
い
た
範
囲
の
内
容
で
あ
る
と
断
る
べ

き
な
の
だ
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

基
は
こ
う
し
た
経
を
根
拠
と
し
て
、
生
身
の
世
尊
の
説
法
の
場
に
い
な

か
っ
た
世
親
の
「
唯
識
三
十
頌
』
を
も
、
世
尊
の
説
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

「
仏
説
」
は
「
如
是
我
聞
」
の
経
に
よ
っ
て
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
世

尊
の
教
え
が
生
き
続
け
る
限
り
、
仏
教
修
行
者
の
働
き
か
け
に
応
じ
て
顕

れ
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
注
釈
テ
キ
ス
ト
自
体
が
、
「
仏
経
」
と

同
等
の
内
容
を
も
つ
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
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そ
の
上
で
、
基
が
異
言
語
（
音
）
間
の
翻
訳
に
言
及
す
る
点
は
見
過
ご

せない・今
総
じ
て
詳
に
訳
し
、
糠
し
て
一
部
と
為
す
。
華
梵
を
商
権
し
、
軽

重
を
徴
詮
し
、
諸
義
の
差
へ
る
を
陶
甑
し
て
、
一
師
の
製
に
協
す
る

こ
と
有
ら
し
む
。
（
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
序
）

右
は
、
『
成
唯
識
論
」
翻
訳
の
事
情
を
語
る
箇
所
で
あ
る
。
『
成
唯
識
論

掌
中
枢
要
」
の
冒
頭
部
に
も
、
漢
訳
語
と
梵
語
の
対
応
関
係
が
注
記
さ
れ

て
お
り
、
異
言
語
間
の
翻
訳
と
い
う
特
殊
性
を
基
が
認
識
し
て
い
た
こ
と

は
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
基
は
「
華
梵
」
と
、
元
テ
キ
ス
ト
の
言
語
で
は

な
く
「
華
」
を
先
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
中
華
の
言
語
へ
の
絶
対
的
な

信
頼
に
拠
る
の
だ
ろ
う
が
、
新
た
な
「
仏
説
」
が
華
語
に
よ
っ
て
顕
れ
る

可
能
性
を
も
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

又
復
世
尊
、
唯
識
教
を
説
き
名
を
作
者
と
為
す
は
、
之
を
教
へ
し
主

が
故
な
り
。
世
親
等
師
、
仏
の
所
説
の
唯
識
の
理
な
る
を
釈
し
、
名

を
述
者
と
為
す
。
教
起
に
依
る
が
故
に
、
此
れ
経
・
論
相
対
す
。
若

し
世
親
等
の
三
十
頌
を
造
ら
ば
、
名
を
作
者
と
為
し
、
護
法
等
の
釈

さ
ば
名
を
述
者
と
為
す
。
此
れ
論
・
釈
相
対
す
。
今
は
此
の
中
に
但
経
．

論
相
対
す
。
護
法
等
の
彼
の
頌
を
釈
す
を
以
っ
て
、
故
に
二
師
を
恭
（８）

敬
す
。
（
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
」
）

仏
の
「
説
不
説
」
を
巡
る
議
論
は
慧
沼
に
も
受
け
継
が
れ
、
「
唯
識

三
十
頌
』
の
作
者
は
世
尊
、
述
者
が
世
親
と
断
言
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の

根
拠
は
、
唯
識
こ
そ
が
世
尊
の
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
述
者
が
「
釈
」

す
点
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
世
親
は
世
尊
の
注
釈
者
な
の
で
あ
る
。

作
者
は
先
づ
句
・
味
・
名
を
説
き
、
言
教
世
に
在
り
。
作
者
の
若
し

已
に
浬
藥
に
入
り
し
は
、
後
人
此
に
於
い
て
言
教
を
能
く
得
解
せ
ず
。

述
者
は
更
に
論
を
造
り
て
之
を
解
き
、
義
意
方
に
顕
は
る
。
故
に
作

者
を
恭
敬
し
法
に
応
敬
し
、
述
者
を
恭
敬
し
義
に
応
敬
す
。

（
慧
沼
「
成
唯
識
論
了
義
燈
ご

慧
沼
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
世
尊
の
死
後
に
ど
の
よ
う
に
教
え
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
正
像
末
「
三
時
」
の
問
題

と
絡
ん
で
い
る
。
作
者
の
生
身
な
き
世
に
あ
っ
て
、
法
の
内
容
を
理
解
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
述
者
は
法
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
義
を
記
し
、

人
々
は
そ
う
し
て
顕
れ
た
義
を
介
し
て
法
を
知
る
と
い
う
。
人
々
は
一
つ

の
テ
キ
ス
ト
を
元
に
、
根
本
の
法
を
作
っ
た
世
尊
、
そ
の
義
を
釈
し
た
世

親
と
、
双
方
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
に
は
、
世
尊
と
世
親
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
世
親
と
護
法

ら
の
関
係
も
義
・
論
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
連
綿
と
続
く
注
釈
活
動

が
、
そ
の
都
度
新
た
な
教
え
を
人
々
に
与
え
る
可
能
性
が
は
っ
き
り
と
示

さ
れ
て
い
る
。
慧
沼
自
身
の
活
動
も
ま
た
、
同
様
の
意
味
を
も
つ
と
い
う

認
識
に
な
ろ
う
。

二
中
印
度
国
と
そ
の
言
語
の
優
越
を
否
定
す
る
「
｜
音
Ⅱ
梵
音
」

（９）

問
ふ
。
若
し
爾
ら
ば
何
が
故
に
、
「
毘
婆
沙
」
に
、
一
音
と
は
梵
音
な
り
。

若
し
支
那
の
入
来
っ
て
会
坐
に
在
ら
ば
、
仏
為
に
支
那
の
音
義
を
説

く
と
謂
ふ
と
云
ふ
や
。

答
ふ
、
小
乗
を
以
て
而
も
定
量
と
は
為
ず
。
既
に
如
意
の
求
む
る
に

随
っ
て
宝
を
雨
ら
す
が
如
し
。
故
に
生
の
感
ず
る
に
随
っ
て
、
各
各

声
を
現
ず
。
或
は
声
の
清
浄
な
る
を
名
づ
け
て
梵
音
と
為
す
。
必
し

も
唯
同
じ
く
一
の
梵
音
声
な
る
の
み
に
は
非
ず
。

（
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
燈
」
）
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慧
沼
『
了
義
燈
』
に
は
、
異
言
語
、
あ
る
い
は
翻
訳
を
考
え
る
上
で
見

逃
せ
な
い
言
及
が
み
え
る
。
そ
れ
は
菩
提
流
支
の
一
音
教
を
承
け
た
、
仏

の
声
、
一
音
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。

『
維
摩
経
」
の
偶
「
仏
以
一
音
演
説
法
、
衆
生
随
類
各
得
解
」
な
ど
を

（旧）

承
け
た
菩
提
流
支
の
一
音
教
は
、
諸
宗
派
の
テ
キ
ス
ト
に
し
ば
し
ば
取
り

上
げ
ら
れ
、
玄
英
や
基
の
生
き
た
七
世
紀
に
お
い
て
は
無
視
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
乗
的
と
み
ら

れ
て
お
り
、
「
三
時
」
を
説
く
法
相
唯
識
と
は
相
容
れ
な
い
と
し
て
、
基

は
コ
時
教
」
と
呼
び
、
切
り
捨
て
て
い
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
基
の
最
も
忠
実
な
弟
子
で
あ
っ
た
慧
沼
は
、
あ
え
て

一
音
教
を
取
り
上
げ
、
説
一
切
有
部
の
「
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
を
加

え
つ
つ
説
明
す
る
。
そ
し
て
慧
沼
が
注
目
し
た
箇
所
は
、
支
那
人
に
は
仏

が
支
那
音
義
で
説
く
と
い
う
毘
奈
耶
説
で
あ
り
、
異
言
語
と
国
家
に
関
わ

る
問
題
で
あ
っ
た
。

慧
沼
は
こ
の
問
答
で
、
仏
が
支
那
音
義
で
説
く
と
い
う
部
分
は
基
本
的

に
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
身
の
仏
が
ど
の
言
語
を
用
い
た
か
を
問

う
立
場
で
は
な
く
、
仏
の
声
が
特
殊
で
あ
る
が
故
に
、
複
数
の
言
語
で
認

識
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
．
音
Ⅱ
梵
音
」
と
い
う

図
式
で
あ
り
、
梵
音
を
「
清
浄
」
な
声
と
す
る
説
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
基
の
「
華
梵
商
推
」
と
同
様
に
、
梵
語
の
優
越
を

否
定
す
る
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
慧
沼
の
場
合
、
仏
の
一
音
を
人
間
諸
言

語
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
一
音
を
超
越
言
語
と
し
て
捉

え
る
見
解
は
、
日
本
国
の
善
珠
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。

故
に
『
毘
婆
沙
』
七
十
九
に
云
く
、
「
問
ふ
。
仏
は
聖
語
を
以
っ
て

四
聖
諦
を
説
き
、
能
く
所
化
を
し
て
皆
、
解
を
得
せ
し
む
る
や
不
や
。

設
し
爾
ら
ぱ
何
の
失
あ
り
や
。
」
若
し
能
く
解
さ
ば
、
毘
奈
耶
説
を

如
何
に
会
釈
す
る
や
。
（
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
）

※
カ
ギ
括
弧
内
は
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
引
用
箇
所
。
以
下
も
同
じ
。

善
珠
「
唯
識
義
燈
増
明
記
』
で
は
、
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
問

答
を
さ
ま
ざ
ま
に
入
れ
替
え
つ
つ
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
引
用
し
、
一
音
の

問
題
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
問
い
は
、
仏
が
四
天
王
に
四
聖
諦
を
説

い
た
際
に
、
聖
語
に
よ
っ
て
は
二
者
し
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
他

の
言
語
で
繰
り
返
し
説
き
直
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
聖
語
に
つ
い
て
は
、
世
親
が
説
一
切
有
部
を
説
い
て
い
た
頃
の
テ

キ
ス
ト
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
に
「
一
切
の
天
衆
は
、
皆
聖
言
を
作
す
。

（Ⅲ）

謂
は
く
、
彼
の
言
詞
は
中
印
度
に
同
じ
」
と
あ
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

つ
ま
り
、
諸
天
に
住
む
者
は
皆
「
聖
言
」
を
用
い
る
が
、
そ
れ
は
中
印
度

人
の
言
語
に
等
し
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
四
天
王
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
捉
え
直
せ
ば
、
中
印
度
語
で
理
解
で
き
な
い
場
合
の
み
、
仏
は
辺
境

の
俗
語
で
語
り
直
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
印
度
と
い
う
具
体
的
な
国

と
そ
の
言
語
、
つ
ま
り
梵
語
が
他
国
の
言
語
に
優
越
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
四
天
王
に
一
度
に
伝
え
ら
れ
な
い
以
上
、
聖
語
に
「
失
」
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
こ
こ
に
お
け
る
問
い
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は

多
数
列
挙
さ
れ
、
補
助
的
に
別
言
語
を
用
い
た
と
す
る
説
な
ど
も
あ
る
が
、

な
か
に
は
次
の
よ
う
な
説
も
み
え
る
。

「
復
次
に
、
有
る
所
化
者
は
、
仏
の
不
変
形
の
言
に
依
り
て
受
化
を

得
す
。
有
る
所
化
者
は
、
仏
の
変
形
の
言
に
よ
り
て
受
化
を
得
す
。
」

乃
至
広
説
。
是
の
故
に
世
尊
は
三
種
の
語
を
説
け
り
。

（
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
色
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こ
れ
は
三
種
の
言
語
を
同
一
語
の
「
変
形
」
と
み
な
す
説
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
説
に
拠
れ
ば
、
仏
の
言
葉
に
「
失
」
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。

「
復
次
に
、
仏
の
語
は
軽
利
・
速
疾
に
廻
転
す
る
を
も
て
、
種
種
に

語
る
を
作
す
と
雛
も
、
而
も
一
時
と
謂
ふ
な
り
。
謂
く
、
仏
、
若
し

支
那
語
を
作
し
已
り
て
、
無
間
に
復
た
礫
迦
国
の
語
を
作
し
、
乃
至
、

復
た
博
喝
羅
の
語
を
作
す
も
、
速
に
転
ず
る
を
以
っ
て
の
故
に
、
皆
、

一
時
と
謂
へ
り
。
旋
火
輪
は
輪
に
非
ず
し
て
輪
の
相
あ
る
が
如
し
。

前
の
頌
は
此
に
依
る
が
故
に
亦
、
過
ふ
こ
と
無
し
。
」

（
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
）

こ
の
説
も
「
変
形
」
に
近
い
が
、
翻
訳
・
異
言
語
の
問
題
を
考
え
る
上

で
は
よ
り
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
の
語
は
絶
え
ず
「
廻
転
」
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
姿
を
変
え
続
け
る
と
い
う
。
渦
巻
く
火
が
輪
に
見
え

る
よ
う
に
、
複
数
言
語
で
繰
り
返
し
語
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
コ

時
」
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
従
え
ば
、
聖
語
Ⅱ
中
印
度
語
と

い
う
図
式
を
完
全
に
否
定
す
る
。

問
ふ
。
若
し
梵
音
の
教
を
一
音
と
名
づ
く
は
、
中
印
度
人
は
皆
一
音

に
説
く
。
仏
と
何
か
異
な
る
や
。

答
ふ
。
彼
の
所
説
は
余
方
に
解
さ
ず
。
如
来
の
一
音
は
類
に
随
っ
て

解
を
得
す
。
故
、
不
思
議
な
り
。

問
ふ
。
若
し
梵
音
の
、
如
何
に
至
那
国
の
人
の
至
那
声
と
聞
く
や
。

答
ふ
。
梵
音
声
を
聞
き
て
至
那
の
解
を
作
す
。
一
月
を
見
て
二
月
の

解
を
作
す
が
如
し
。

（善珠『唯識義燈増明記』）

そ
う
し
て
善
珠
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
問
答
に
お
い

て
、
一
音
Ⅱ
梵
音
説
の
見
解
を
ま
と
め
て
い
る
。
最
初
の
問
答
は
、
梵
音

を
中
印
度
と
い
う
国
か
ら
明
確
に
切
り
離
す
も
の
。
そ
し
て
次
の
問
答
は
、

世
親
「
唯
識
三
十
頌
」
か
ら
善
珠
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
に
至
る
注
釈

活
動
は
、
世
親
の
テ
キ
ス
ト
が
「
仏
説
」
か
否
か
と
い
う
根
本
的
な
課
題

を
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
基
や
慧
沼
は
、
世
尊
存
命
時
よ
り
後
に
、
新
た

な
「
仏
説
」
が
出
現
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
「
唯

識
三
十
頌
』
を
世
尊
の
「
仏
説
」
と
位
置
づ
け
る
。
世
尊
に
は
語
り
残
し
（
あ

る
い
は
修
行
者
の
聞
き
残
し
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
後
の
修
行
者
の
求
め

に
応
じ
て
、
新
た
に
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の
が
、
中
印
度
国
、
そ
し
て
梵
語
が
諸
言
語
に

対
し
て
優
越
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
慧
沼
は
菩
提
流
支
の
一
音
教
な

ど
を
手
が
か
り
に
、
仏
の
一
音
Ⅱ
梵
音
を
、
人
間
世
界
の
諸
言
語
を
超
越

す
る
存
在
と
捉
え
る
。
そ
し
て
善
珠
は
、
慧
沼
以
上
に
具
体
的
な
分
析
を

通
し
て
中
印
度
や
支
那
の
優
越
を
排
除
し
、
一
音
Ⅱ
梵
音
が
あ
ら
ゆ
る
国

の
言
語
に
解
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
の
梵
語
「
仏
説
」
経
典
に
対
し
て
、
世
親
が
世
尊

を
「
釈
」
し
た
よ
う
に
、
後
に
生
ま
れ
た
者
が
、
新
た
な
真
な
る
も
の
を

顕
在
化
さ
せ
る
。
注
釈
活
動
を
続
け
る
こ
と
の
根
拠
が
、
注
釈
を
継
ぐ
こ

一
つ
の
月
が
二
つ
の
影
を
作
る
よ
う
に
、
梵
音
声
が
至
（
支
）
那
解
を
な

す
と
述
べ
る
。
仏
は
無
数
の
人
間
諸
言
語
を
駆
使
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

彼
の
特
別
な
一
音
Ⅱ
梵
音
が
あ
ら
ゆ
る
聞
き
手
に
働
き
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
固
有
言
語
で
の
解
釈
を
う
な
が
す
の
で
あ
る
。

仏
の
一
音
Ⅱ
梵
音
が
、
時
空
を
超
え
て
無
限
の
解
を
生
じ
さ
せ
続
け
る

と
い
う
認
識
。
基
、
慧
沼
、
善
珠
と
続
く
注
釈
活
動
が
見
い
だ
し
た
そ
れ

は
、
注
釈
活
動
そ
の
も
の
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に
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と
で
作
ら
れ
、
そ
の
根
拠
ゆ
え
に
未
来
の
注
釈
が
予
期
さ
れ
る
。
そ
れ
を

法
相
唯
識
の
仏
教
修
行
者
が
得
た
知
の
一
端
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

注
（
１
）
『
日
本
霊
異
記
』
引
用
は
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
（
出
雲
路
修
注

一
九
九
六
・
一
二
）
に
拠
る
。

（
２
）
『
唯
識
義
燈
増
明
記
』
は
大
正
蔵
、
日
本
大
蔵
経
本
を
参
照
し
つ
つ
、

私
に
書
き
下
し
た
。

（
３
）
「
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
「
奇
事
」
収
集
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

渡
部
「
奇
事
の
配
置
ｌ
『
日
本
霊
異
垂
を
書
く
と
い
う
実
践
」
（
『
古

代
文
学
」
四
三
二
○
○
四
・
三
）
に
論
じ
た
。

（
４
）
善
珠
と
注
釈
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
渡
部
「
終
わ
ら
な
い
聖
典
ｌ

善
珠
の
ま
な
ざ
さ
れ
る
体
験
ｌ
」
（
古
代
文
学
会
叢
書
五
『
聖
典
と

注
釈
」
二
○
二
・
二
）
に
論
じ
た
。
ま
た
法
相
唯
識
だ
け
で
な

く
、
華
厳
宗
の
慧
苑
な
ど
他
宗
の
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
も
み
て
と
れ

る
。
渡
部
「
善
珠
「
唯
識
義
燈
増
明
記
』
の
「
外
道
老
荘
」
ｌ
注
釈

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
歴
史
認
識
」
二
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
」
二

二
○
一
二
・
三
予
定
）
に
論
じ
た
の
で
、
併
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸

（
５
）
『
成
唯
識
論
述
記
』
引
用
は
大
正
蔵
を
参
照
の
上
、
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部
論
疏
部
十
三
」
（
佐
伯
定
胤
訳
）
に
拠
っ
た
。

（
６
）
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
引
用
は
大
正
蔵
を
参
照
の
上
、
『
国
訳
一
切

経
和
漢
撰
述
部
諸
宗
部
三
（
高
井
観
海
訳
）
に
拠
っ
た
。

（
７
）
基
は
一
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
般
若
理
趣
分
述
讃
』
に
も
引
用
し
て

お
り
、
そ
こ
で
は
「
又
升
摂
波
葉
職
経
言
。
已
所
説
法
如
手
中
葉
。

未
所
説
法
如
林
中
葉
。
明
仏
説
法
今
言
我
聞
」
と
あ
る
。
李
潤
生
『
成

唯
識
論
述
記
解
読
破
執
篇
１
」
（
二
○
○
五
・
一
○
）
は
、
漢
訳
の

存
在
そ
の
も
の
に
疑
問
を
呈
す
。

い
で
あ
る
。

（
８
）
『
成
唯
識
論
了
義
燈
」
引
用
は
大
正
蔵
を
参
照
の
上
、
『
国
訳
一
切

経
和
漢
撰
述
部
論
疏
部
十
九
」
（
西
尾
京
雄
・
富
貴
原
章
信
訳
）

に
拠
っ
た
。
慧
沼
「
作
者
」
論
の
特
異
性
は
、
『
国
訳
一
切
経
」
解

説
に
も
指
摘
さ
れ
る
。

（
９
）
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
」
引
用
部
に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
版
同

書
、
及
び
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
毘
曇
部
十
』
（
木
村
泰
賢
訳
）

も
参
考
と
し
た
。

（
皿
）
菩
提
流
支
の
一
音
教
に
つ
い
て
は
道
端
良
秀
「
南
北
朝
の
仏
教

思
想
と
信
仰
」
急
改
訂
新
版
中
国
仏
教
史
』
一
九
六
五
、
初
版
は

一
九
三
九
）
、
坂
本
幸
男
「
諸
教
判
に
対
す
る
慧
苑
の
批
判
」
（
『
華

厳
教
学
の
研
究
』
一
九
五
六
・
三
）
な
ど
を
参
照
。

（
ｕ
）
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
二
倶
舎
論
」
）
は
大
正
蔵
を
参
照
の
上
、
『
国

訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
毘
曇
部
二
十
五
』
に
拠
っ
た
。
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